
［様式　提案書］
　平成25年　　月　　日

情報通信研究機構

理事長　坂内　正夫　殿


課題番号：168
「将来ネットワークの実現に向けた超大規模情報ネットワーク基盤技術に関する研究」
［副題（和文）］○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

［Proposal full title］

に対する提案書
 [領域]
□【領域1】超大規模情報ネットワークのモデル化および設計に関する研究
□【領域2】超大規模情報ネットワークにおけるモバイルコンピューティング・ネット
　　　　　　ワーキング技術の研究
□【領域3】超大規模ネットワークを支える光ネットワーク技術の研究

［代表提案者］

郵便番号　○○○-○○○○

所在地　　○○県××市・・・・・・・　　　　
法人名及び代表者名　　AA社　××××

［共同提案者］

郵便番号○○○-○○○○

所在地　　○○県××市・・・・・・・　　　　

法人名及び代表者名　　BB社　××××

［共同提案者］

郵便番号　○○○-○○○○

所在地　　○○県××市・・・・・・・　　　　

法人名及び代表者名　　CC大学　××××
[米国側共同提案者]

所在地     ○○州××City・・・・・・・
法人名　 　ＤＤ大学
１　概要

２　研究開発体制

２－１　研究者氏名
(1)　AA社（代表提案者）

・氏名（日本語）　　××　××　（代表研究責任者）
　・氏名（英語）　　××××××××　×××××××

　・e-RAD番号　　××××××××

・氏名（日本語）　　××　××

　・氏名（英語）　　××××××××　×××××××

　・e-RAD番号　　××××××××

・氏名（日本語）　　××　××

　・氏名（英語）　　××××××××　×××××××

　・e-RAD番号　　××××××××

(2)　BB社（共同提案者）

・氏名（日本語）　　××　××　（実施責任者）
　・氏名（英語）　　××××××××　×××××××

　・e-RAD番号　　××××××××

・氏名（日本語）　　××　××

　・氏名（英語）　　××××××××　×××××××

　・e-RAD番号　　××××××××

・氏名（日本語）　　××　××

　・氏名（英語）　　××××××××　×××××××

　・e-RAD番号　　××××××××

(３)　CC大学（共同提案者）

・氏名（日本語）　　××　××　（実施責任者）
　・氏名（英語）　　××××××××　×××××××

　・e-RAD番号　　××××××××

・氏名（日本語）　　××　××

　・氏名（英語）　　××××××××　×××××××

　・e-RAD番号　　××××××××

２－２　関連する研究分野において助成金・委託研究等を受けた実績
(1)　AA社（代表提案者）

・氏名　　××　××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

・氏名　　××　××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

(2)　BB社（共同提案者）
・氏名　　××　××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

(３)　CC大学（共同提案者）

・氏名　　××　××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

・×××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××

３　研究の発展性、研究終了後の成果展開、研究成果の発展・普及計画
・×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

・×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××
・×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

４　代表研究責任者、実施責任者および連絡先
（日本側提案者のみ）
(1)　AA社（代表提案者）　e-Rad研究機関コード：
　　　URL：

　　【代表研究責任者】
　　　所属　　　　○○○○会社○○部××課
　　　役職名　　　○○○○
　　　氏　名　　　○○　○○

　　　住　所　　　〒***-****　○○ 都／道／府／県○○市○○　
　　　ＴＥＬ　　　××-××××-××××　内線○○○○

　　　ＦＡＸ　　　××-××××-××××

　　　Ｅ-mail　　 ××××××@××××

　　【連絡先】

　　　所属　　　　○○部××課

　　　役職名　　　○○○○
　　　氏　名　　　○○　○○

　　　住　所　　　〒***-****　○○ 都／道／府／県○○市○○

　　　ＴＥＬ　　　××-××××-××××　内線○○○○

　　　ＦＡＸ　　　××-××××-××××

　　　Ｅ-mail　　 ××××××@××××

(２)　BB社（共同提案者）　e-Rad研究機関コード：
　　　URL：
　　【実施責任者】

　　　所属　　　　○○○○会社○○部××課

　　　役職名　　　○○○○

　　　氏　名　　　○○　○○

　　　住　所　　　〒***-****　○○ 都／道／府／県○○市○○

　　　ＴＥＬ　　　××-××××-××××　内線○○○○

　　　ＦＡＸ　　　××-××××-××××

　　　Ｅ-mail　　 ××××××@××××

　　【連絡先】

　　　所属　　　　○○○○会社○○部××課

　　　役職名　　　○○○○

　　　氏　名　　　○○　○○

　　　住　所　　　〒***-****　○○ 都／道／府／県○○市○○

　　　ＴＥＬ　　　××-××××-××××　内線○○○○

　　　ＦＡＸ　　　××-××××-××××

　　　Ｅ-mail　　 ××××××@××××

(３)　CC大学（共同提案者）　e-Rad研究機関コード：
　　　URL：

　　【実施責任者】

　　　所属　　　　○○○○大学　○○

　　　役職名　　　○○○○

　　　氏　名　　　○○　○○

　　　住　所　　　〒***-****　○○ 都／道／府／県○○市○○

　　　ＴＥＬ　　　××-××××-××××　内線○○○○

　　　ＦＡＸ　　　××-××××-××××

　　　Ｅ-mail　　 ××××××@××××

　　【連絡先】

　　　所属　　　　○○○○大学　○○

　　　役職名　　　○○○○

　　　氏　名　　　○○　○○

　　　住　所　　　〒***-****　○○ 都／道／府／県○○市○○

　　　ＴＥＬ　　　××-××××-××××　内線○○○○

　　　ＦＡＸ　　　××-××××-××××

　　　Ｅ-mail　　 ××××××@××××

５　研究実施計画　
「将来ネットワークの実現に向けた超大規模情報ネットワーク基盤技術に関する研究」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上段：経費[単位：百万]

［副題］○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　　　　　　　　　　　　　　　　　　下段：工数[単位：人月]

	研究項目
	平成25年度
	平成26年度
	平成2７年度
	平成28年度
	計
	担当

	Ａ　＊＊＊＊＊＊＊＊の開発

・＊＊方式の確立
・インターフェース仕様
の確立
　・実装技術の検証
	　　　　設計　2.5

(5)


	試作　3.5

(8)

試験　2

(5)
	1.5

(5)

2

(5)
	1.5

(5)

2

(5)
	×

(×)

×

(×)
	AA社



	B　＊＊＊＊＊＊＊＊の評価

・評価方式設計

・評価試験
	×

(×)


	×

(×)

×

(×)

×

(×)


	×

(×)

×

(×)

×

(×)
	×

(×)

×

(×)

×

(×)
	×

(×)

×

(×)

×

(×)

×

(×)
	AA社

BB社

CC大学

AA社

	C　＊＊に関する実証実験


	×

(×)

×

(×)
	
×

(×)

×

(×)
	×

(×)
	×

(×)
	×

(×)

×

(×)
	AA社

BB社

	一般管理費


	×


	×


	×


	×


	×


	全体

	合　　　計


	○○

（○○）
	○○

（○○）
	○○

（○○）
	○○

（○○）
	○○

（○○）
	


注）経費については、研究項目毎に消費税を除いた金額を計上して下さい。
提案書は、MS-Word2000以降を使用して作成してください。


また付図はMS-PowerPoint2000以降を使用して作成してください。


提出書類からは、青字や赤字で書かれたコメント、文字や数値を表す○や×、□などは全て削除してください。





NSFに提出する提案名を英文で記入ください。





提案の内容を表す副題を付けてください。





該当する領域にチェックを付けてください。





●それぞれの法人の代表者（＊）名でお願いします。


＊：企業であれば代表取締役社長等、大学等であれば、学長／総長　等、各法人が定める法人を代表する方





●本雛形は、ＡA社、ＢB社、ＣC大学が共同で提案しＡA社が代表提案者となる例を記しています。実際の構成に合わせて修正してください。





●このようにグループ提案の場合は、代表提案者が取りまとめて応募してください。





●代表提案者と日米双方の全ての共同提案者を記載してください。後から追加変更はできませんのでご注意ください。





●代表提案者はNICTへ応募書類を提出する日本の研究機関です。





詳しくは応募要領をご覧ください。





米国側共同提案者の研究範囲も含む研究全体の概要を日本語で記入してください。





共通提案書に記載された研究者のうち、NICTへの提案者のみ、英語表記・日本語表記の対応及び”e-RAD研究者コード”をお持ちの場合は記入してください。


資金配分機関名、制度名、研究開発課題名、研究開発実施時期、助成金額、終了評価内容について記載ください。





本項目は、共通提案書に記載する事となっていますので、同じ内容を改めて記載する必要はありません。なお、国民生活や日本経済への波及効果といった日本固有の事項であって共通提案書に記載しないものがありましたら、以下の記述ポイントを参考に記述して下さい。


　　　　


標準化に向けてどのような対応をとる計画か


一般向けも含めどのような広報（対外発表）を行う計画か


取得した特許等知的財産権をどのように活用する計画か


・　その他








“e-Rad登録機関コード”をお持ちの場合は記入してください。


（共同提案者についても同様です）





米国側共同提案者については、記載不要です。





機関の組織概要を掲載したWebサイトがありましたらURLを記入して下さい。　


（共同提案者についても同様です）





各種評価のヒアリング等にもご対応いただくことになります。








審査過程で、代表研究責任者、実施責任者にNICTから質問等をすることがあります。短期間での回答をお願いすることとなりますので、それに対応できる方を連絡先としてください。また、連絡の便を考慮し、携帯電話番号を追記下さっても構いません。


共同提案の場合は原則として代表提案者に連絡しますが、全ての共同提案者を記載してください。





最終年度





初年度





① 研究項目を適当に設定して、それぞれの研究計画のフェーズが明確にわかるように、詳細に記してください。数年間に渡って矢印を引き「基


本設計・詳細設計・評価」とするような、区切りが漠然とした記述は避けてください。）


② 各フェーズの開始時期と終了時期は明確にしてください。


③ 各年度に要する研究リソース（上段に経費、下段に工数）を記述してください。
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